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餌付け群の個体を中心に出現している四肢奇形
の発生原因を明らかにするため,淡路島,小豆島,
臥牛山,下北および幸島の群を対象として,実感
把握のための人口学的,疫学的調査を行ない,さ
らに幸島では捕控による形態学的,退伝学的,臨
床血液学的調査を行なった｡また各地の野独公苑
より採取した餌および奇形個体の臓器などに含ま
れる有害化学物質の分析を試みた｡
淡路島,小豆島,臥牛山の各群においては1981
年生れの奇形個体は観察されず,新たな奇形個休
の発生が漸減する傾向に変化は見られていない｡
未調査地域であった下北,大間では各々1群につ
いての観察を行なったが奇形個体は見られなかっ
た｡また幸島の群では以前より疑われていた個体
を含め3例の奇形を疑わせる個体が確認された｡
形態学的調査では生体計測.X線撮影および死亡
個体数例の解剖を行なったが,幸島の3例のうち
1例はX線像の所見からも先天性奇形であろうと
考えられる.捕按調査において得られた事由群の
約90例の血液については染色体の観察および臨床
検査を行なった｡白血球培養による分染法 (G,
C,Q,R,Nバンド法)を用いた核型分析では染
色体異常は認められなかった｡また,臨味検査で
は血球数のカウント,ヘマ トクリット,ヘモグロ
ビン,血究総蛋白,GOT,GPT,BUN値などに
加へ新たにALPおよびコリンエステラーゼ活性の
測定を行なったが,正常 ･奇形個休両者間に差は
認められなかった｡
有害化学物質の分析は餌として与えられている
大豆,小麦など.血液,乳汁および数例の死体臓
器について有機塩素系農薬 (α -,β-,r-,
♂-BHC,DDT,ディルドリン,アルドリンエ
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